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殻 内 ケ 二二 メ リ 九 技
、

師ノ 最 .A シ 日 越嚢 日
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熱 ノ 度 ヲ 計長 JV ヲ ム 的 温差

容 温 ヨ ｛吏 ヲ .II寺 毛 垂 .n、 Jレ 小度 ヲ、
量 度 用 長 間 1；‘i 下 プ jJ ナ ノ 生
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:/ セ 壊 ノ 昇 ヨ
L 

う3 ＞、 力第j ノ、 .::::. ナ ヲ

ヲ 三〆 ヲ 恐降 ？ 故約 J、 メ 同使 ・l! 二f~

装 ご毛 防 Lノ ノ 少 ーー 六水ノレ ニ用 JV 良

入 ノ ク ア 潟 シ今十深 ヲ 十 三J 装 i葺
" 

シ ニユ 1事 JV メ グ 回 気十以度 タ 宙： 鵠

タ ジ メ ヲ 管直使！堅三ア ヨ ノl〆 ヲ ーー

ノV プ 4ー．こ 以 内径用 ノ 米二 リ 寒使 ニテ

毛 碕 ヲ ブ r合・ ヲ ノ 歴毎十零暖用被

ノ 子異之気大十 jJ － ー
分度計 ス 覆

数管鍬 ヲ ノ ーー 数 ア / 以 ，，、 jl/ ジ

f国 内 筒 避歴 -k f国 気一 上直 コ 長、
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第萱表五智第六競井内温度測定表

百三 度会補正
一度噌i品一米ii~ サ

7再 深サ 全遣を ニ釣ス ルエ判ス pレ
}J，~ （米）（米J喬号，t（撤兵）弘氏）（煽氏）

深サ米童文
t曾f説数

×J(戸

一
14 。

15 

J3 15 R8 J 2.7 12.!)9 
50 一一一 0.27 18.52 5.40 

J2 6E R7 12.8 12.Se 
50 l .. 38 日l.65 :J. !G 

I l llE Br> 15.l 14.44 
50 l.8C 26.88 ;L72 

10 165 B5 16.45 16.30 
50 0 85 58.82 l.70 

9 2If. Ag 17.JE 17 .lE 
50 ーー一一一一一． 

8 265 AS ?I4.2o ?14 .. 32 
50 

7 315 A7 う5.66 30.16 ~.8:! 
05 一6 Bf5 A6 
50 

も 415 ム4 2 ＇..＇ .~ 5 2:!.Rl 
50 

2.36 21.59 4.6:1 
4 465 A'.l :'5.00 ~5 .l 7 
一－ 50 一一

s 515 A2 
一一－ 5() 一一一 15.71 6.a7 。“ 565 A 1 ？~：＇. ~（ ?22.4:; 
ー一一 50 一一

・;4,1;;. :J4.72 

均 1 GOO 22.13 27.1 l 3.69 

測定時日表

日 天候1

巨
·~多》

明治4112 :n 午後 4 0 曇
一 一

／ ／／／  ，， 
II 4 ~0 

同胎乍 7 午前IO 30 7.'0 曇

／／ 〆I JO 50 

，；：・寒媛言十A.9.ノ、補正チ経サ Jレチ以テ其示度予直ニ全補正数
J所ニ記載セリ以下之ニ同ジ

シ 誤lj -l! 一寸
ワ

定 ') 
イ

ノ ヤ

総 ロ

果

，、、 プ

し一
！羽 ヲ

表 使

第 用

五 シ

表 業

一ー ノ

汚言 降

フ、 下

グJ 及

ま日 号i
JI 揚

之 一， 

ヲ ノ、

世i t克
線 山

一 用

ブ ノ
一寸

方三 三£．

’k 
ン 11;6

ノ、 ヂ

！手I γ 

しー
脳i ヲ

ノ 以

まIi' 7 
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第或表 五智第七競井内温度測定表

示度全＼t露補正表金（矯兵差） 数一針米λ；－；レ1橋0:演｜｜ （掻氏） .11;) 

ーーーーーーーーー－

一1:1.25 l:U¥2 
2.0 ：~ i:G.49 ~.77 

l'5.35 15.:J.5 
2.40 21.SG 

4.5-1 
. 10 14¥l.'.{7 AO‘ l7.G5 17.75 

51ふ7 一 一 1.16 44.4G 
2.25, 

!) A..1 18.85 18.¥H 
51A7 一一一 2.49 20,67 

4.84 
8 

ド竺｜
:<!1.2) 21.40 

52.05 :uo JG.;9 5.00 
7 :304.46 I BG 24.85 24.50 

5'.?.20 2.17 2~.0G 4.16 。 Sl 27.00 ~IJ . 67 
50.74 一 l.88 ~W.!)9 3.11 。l 仰·~ r B5. 28.fi5 28.55 
54.06 一 2.'.!l 2HG 4.0¥t 

4 i 日1.05 30.7G 
52.18 2.02 25.8:3 ;;,37 

:{ ES 32.15 32.78 
52.03 2.30 22.62 4.43 

2 5G5.G7 BO 35.45 3.rns 

一一一一I40 gg一一一一一一一 16ti 24 G!l 4.05 
1 G06.GG R7 36.30 36.74 

: I 563.54 23.42 24.0G 4.16 
．』..，『『 ・' 

測 定 時 日表

年 月日 青島 外混天候
（嬢氏）

セ
始 明治4Z 与 10 I午後 17.'0 H青

F年 一
車色

／／ II II i II G 42 l'-1.00 

金古
，， 

5 川 午前 5 10 l!'l,oi) 雨
ヲ！

揚ti II II I II G :l 車生
／／ 13.00 



第奉表 岩 利1第一O入競井内組度測定表

冬唆計
一度増湿 一米深サニ

香~））／， 深サ（米）全差（米） 全示皮 全特，iI.数 金差 ユ釣フ、 1レ針スlレ増混
得 税 深サ米数数×102.

一 一 一
14 。

一 25.26 

13 25.26 A3 1~：2 () l~.35 

:;il.57 一 2.20 23.44 4.27 

12 76.~3 A8 1 4 .4 ~ 14.55 
5l.47 一一 2.'27 22.67 4.4l 

11 128.30 A9 lti.82 1・>.82 

一 52.05 一 一一 0.86 59.15 1.69 

10 180.35 AI 17.57 17.円8
52.rn 一 一 一 4.27 12.~2 8.18 

9 2:3!,55 AO 21.85 2195 
50.84 1.03 49.36 2.03 

8 2づ.l.39 A4 22.リ2 22.98 

一 32.18 一 3.67 56.76 J.7G 

’t － 
31557 B5 :lS."15 28.65 

53.50 b.07 
6 337.45 BS :l8 35 ? 28.37 lfl.74 

31.62 

5 369.07 E3 31.65 31.36 
20.56 一 1.41 J4.58 I G.86 

4 33g,53 Bl 33.15 32.17. 
三0.84 1:70 12.26 S.16 

3 410.47 B7 34.C5 34.47 

一 31.19 一 1.00 31.l2 3.21 
2 441.66 Bli 35.65 35.47 

一一 51.99 3.22 15.84 6.32 
1 4()2.65 BO 3~ . 1 0 38.60 

一 一 一 一
下均 467.39 26 34 ]7.74 5.64 

測定 H寺臼表

年 月 日 日差
外 i.llt
（路氏J

主色 明治42 。15 午後 5噌 05: 19.'3 
七

終 t
・ ／／ ，， ，， 

II 5 5ヲ 18.'5 

引 揚j主古 ／／ 5 21 午前 5 8 11.'5 小雨

終
，， ／／ ／／ ，， 6 4 13.'0 
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第四表岩紳第九九競井内温度測定数

当事興計全if¥度全補正数
全（誠氏差） 

一度増混 一米深サ二
密扱 深サ（米）全差（米）

番 5虎（撮氏J（滋 氏J ＝針ス Iレ世tス，＇！鞠
深サ米数 紋×10

一。 。
13.24 一υ 戸 l:l.24 B6 13.65 12.95 
5"4.06 l.94 27.87 35.9 

4 67唱30 B5 15.05 14.89 
5~.1s · 一 3.04 17.Hi 5.83 

3 119.48 81 18.15 17.9:1 

一 52.03 一 2.53 20.57 4.SG 
~ 171.51 88 20.75 20.4日

一 50.99 2.84 17 .% 5.57 
1 222.50 B7 23.00 23.30 

一
平均 209.26 J0.85 20.22 4.~5 

測定時日表

七

外湿
天候年 吾可（誠氏）

雨後

II II 7 18 13.'8 H青

〆〆 後 515 16.'5 E青

II II 5 44 116.'5 

明事，，....，，.てア コ「1τ 、ー 一一宇治一一 ‘町一...＞ 喝…一一 一

、
同
司
掴

q
z
司，、、：
d

，



密f虎
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,_ 
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。
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平均

d’ーh 『i ，『司、，，』』

第五表 岩紳第九O競井内温度測定表

寒暖計・全・示度全i南正数
全（掻氏差） 

-J者増濡 一米；梁サユ
深サ（米） 会＇＆.（米）
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